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企
業
等
に
勤
務
す
る
被
用
者
が
行
う
テ
レ

ワ
ー
ク
の
一
形
態
で
あ
る
在
宅
勤
務
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
進
展
と
い
う
技
術
面
の

進
化
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
労
働
者
が
能
力
を

発
揮
し
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
勤
務
形
態
と
し
て
、
一
定
の
評
価

を
得
つ
つ
あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
今

号
で
は
、
こ
う
し
た
働
き
方
が
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
あ
た
ら
し

い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と
し
て
展
開
し
て
い
く

た
め
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

在宅勤務在宅勤務
とと

ワーク・ライフ・バランスワーク・ライフ・バランス

特 集

―― 現状と新たな展開 ――
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
進
展
や

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
必

要
性
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
自
宅
な
ど
を
仕

事
場
に
し
て
働
く
人
が
増
え
て
い
る
。
国
土

交
通
省
な
ど
の
調
べ
に
よ
る
と
、
テ
レ
ワ
ー

ク（
１
）
人
口
は
、
二
〇
〇
二
年
の
四
〇
八
万

人
か
ら
〇
五
年
に
は
六
七
四
万
人
に
増
加
。

テ
レ
ワ
ー
カ
ー
比
率
も
一
〇
・
四
％
と
、
全

体
の
一
割
を
占
め
る
（
図
表
１
）。

　

い
わ
ゆ
る
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は
、
雇
用
型
と

自
営
型
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
は
、
企
業
な

ど
に
勤
務
す
る
被
雇
用
者
が
行
う
テ
レ
ワ
ー

ク
で
、
自
宅
を
勤
務
場
所
と
す
る
「
在
宅
勤

務
」
や
、
営
業
等
で
移
動
中
で
も
仕
事
が
可

能
な
「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」
の
ほ
か
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

な
ど
自
宅
外
の
施
設
を
勤
務
場
所
と
す
る
タ

イ
プ
も
あ
る
。
後
者
は
、
個
人
事
業
者
や
小

規
模
事
業
者
な
ど
が
発
注
者
と
の
業
務
請
負

等
の
契
約
で
行
う
も
の
で
、
専
門
性
の
高
い

仕
事
を
中
心
に
専
業
的
に
行
う「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
」

や
、
主
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
仲
介
者
）
な
ど

を
通
じ
内
職
ア
ル
バ
イ
ト
的
に
仕
事
を
行
う

「
在
宅
ワ
ー
ク
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

府
主
導
で

環
境
整
備
を
推
進

政本
特
集
で
取
り
上
げ
る
「
在
宅
勤
務
」

に
関
し
て
は
、
働
き
方
の
柔
軟
化
の

側
面
か
ら
導
入
が
図
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
日
本
の
将
来
人
口
推
計
で
は
、
二
〇
三

〇
年
の
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
〜
六
四
歳
）

は
、
〇
五
年
と
比
べ
一
七
〇
二
万
人
も
減
少

す
る
（
図
表
２
）。
社
会
保
障
や
経
済
の
支

え
手
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
女

性
が
出
産
・
育
児
な
ど
で
職
場
を
離
れ
る
こ

と
な
く
活
躍
で
き
た
り
、
労
働
意
欲
の
高
い

高
齢
者
の
継
続
雇
用
や
若
者
の
就
労
意
欲
を

高
め
る
こ
と
な
ど
が
不
可
欠
だ
。
少
子
・
高

齢
化
社
会
に
あ
っ
て
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
が
取
れ
て
働
き
続
け
ら

れ
る
労
働
者
に
優
し
い
働
き
方
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

観
点
も
含
め
、
政
府
は
〇
五
年
四
月
に
改
正

さ
れ
た
育
児
・
介
護
休
業
法
や
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
な
ど
で
職
場
に
お
け
る
育

児
な
ど
の
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
在
宅

勤
務
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
「
ｅ―

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
Ⅱ
」
を
打
ち
出
し
、「
二
〇
一
〇

年
ま
で
に
就
業
者
に
占
め
る
テ
レ
ワ
ー
カ
ー

の
比
率
を
二
割
に
引
き
上
げ
る
」
な
ど
の
目

標
を
提
起
し
た
。
〇
五
年
一
一
月
に
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
一
層
の
普

及
を
図
る
目
的
で
産

官
学
か
ら
成
る
「
テ

レ
ワ
ー
ク
推
進
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
設
立
し

て
普
及
・
啓
蒙
活
動

を
展
開
。
二
〇
〇
七

年
五
月
に
は
「
テ
レ

ワ
ー
ク
人
口
倍
増
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
テ
レ
ワ

ー
ク
設
備
へ
の
投
資

に
対
す
る
減
税
制
度

の
創
設
な
ど
の
環
境

整
備
に
務
め
て
い
る
。

加
傾
向
に
あ
る

テ
レ
ワ
ー
カ
ー

増

課題と今後の展開

統
計
と
図
で
見
る

日本における
　　在宅勤務の現状

図表 1　週８時間以上テレワークを実施しているテレワーク人口及びテレワーカー比率

テレワーク人口 テレワーカー比率

雇用型テレ
ワーカー

自営型テレ
ワーカー 合　計 雇用者に　

占める割合
自営業者に
占める割合 合　計

2002年 311万人 97万人 408万人 5.7% 8.2% 6.1%

2005年 506万人 168万人 674万人 9.2% 16.5% 10.4%

出所： 2003年3月国土交通省・㈳日本テレワーク協会調査
　　　2006年6月国土交通省調査
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材
確
保
と

生
産
性
向
上
を

人ま
た
、
在
宅
勤
務
制
度
を
本
格
的
に
導

入
す
る
企
業
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
だ
け
で

な
く
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め
る
こ
と
で
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
の

効
率
化
や
交
通
費
な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
に
も

つ
な
げ
た
い
と
の
狙
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

図
表
３
は「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
意
義
・
効
果
」

を
示
し
た
も
の
。
左
側
は
働
く
人
を
中
心
と

す
る
ニ
ー
ズ
、
右
側
は
主
に
企
業
サ
イ
ド
の

ニ
ー
ズ
と
い
え
よ
う
。
通
勤
時
間
を
削
減
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
は
有
能
な
人
材

の
確
保
・
定
着
や
業
務
効
率
の
向
上
が
図
れ
、

そ
れ
は
労
働
者
の
生
活
面
で
の
充
実
に
も
繋

が
る―

―

。
こ
う
し
た
労
使
双
方
の
思
い
が

相
ま
っ
て
、
会
社
勤
め
の
在
宅
勤
務
者
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
雇
用
者
に
占
め
る
テ
レ
ワ

ー
カ
ー
の
割
合
は
、
〇
二
年
の
五
・
七
％
か

ら
三
年
後
に
は
九
・
二
％
に
高
ま
っ
て
い
る

（
図
表
１
）。

む
パ
ー
ト
型

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

進た
だ
し
、
一
方
で
課
題
も
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
高
度
に
普
及

し
つ
つ
あ
る
近
年
に
お
い
て
も
、
企
業
で
の

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
関
し
て
は
、
①
会
社

の
機
密
情
報
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
確

保
②
会
社
を
離
れ
て
働
く
人
の
業
務
・
労
働

時
間
の
管
理
や
成
果
評
価―

―
が
障
害
と
し

て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
例
え

ば
、
前
者
に
関
し
て
は
、
会
社
の
サ
ー
バ
ー

と
接
続
し
て
自
宅
な
ど
の
場
所
で
も
職
場
と

同
様
に
業
務
が
行
え
る
が
デ
ー
タ
の
保
存
ま

で
は
行
え
な
い
「
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ

ソ
コ
ン
」
の
活
用
な
ど
、
後
者
に
関
し
て
は
、

週
一
、
二
日
程
度
の
パ
ー
ト
型
の
テ
レ
ワ
ー

ク
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
障
害
は
か
な
り
軽

減
さ
れ
よ
う
。
現
実
に
も
最
近
で
は
、
従
来

か
ら
実
施
事
例
の
多
い
情
報
通
信
業
系
の
企

業
だ
け
で
な
く
、製
造
業
系
の
企
業
の
企
画
・

開
発
・
管
理
部
門
で
も
パ
ー
ト
型
を
中
心
に

導
入
が
み
ら
れ
る
。

宅
勤
務
者
と
上
司
・

同
僚
の
実
態
を
調
査

在で
は
、
実
際
に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経
験
し

た
人
た
ち
は
、
こ
の
働
き
方
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
厚
生
労
働
省
が
日

本
テ
レ
ワ
ー
ク
協
会
に
委
託
し
実
施
し
た

「
在
宅
勤
務
実
証
実
験
モ
デ
ル
事
業
」
の
調

査
結
果
（
〇
六
年
三
月
発
表
、
対
象
者
は
大

企
業
を
中
心
と
し
た
在
宅
勤
務
者
一
二
八

人
）
に
よ
る
と
、
業
務
に
集
中
で
き
る
時
間

は
八
三
・
二
％
が
「
増
え
た
（「
非
常
に
」

と
「
や
や
」
の
合
計
、以
下
同
じ
）」
と
回
答
。

業
務
効
率
に
つ
い
て
も
四
人
中
三
人
が
「
生

産
性
が
向
上
し
た
」
と
答
え
て
い
る
。
育
児

に
つ
い
て
も
、
小
さ
な
子
を
抱
え
る
参
加
者

の
七
割
が
「
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
し
て
い

る
な
ど
、
在
宅
勤
務
に
対
し
、
積
極
的
な
評

価
が
目
立
つ
。

　

他
方
、
調
査
は
対
象
者
の
上
司
・
同
僚
一

五
〇
人
に
も
「
在
宅
勤
務
で
チ
ー
ム
の
生
産

性
が
上
が
っ
た
か
」
を
尋
ね
て
い
る
が
、
こ

ち
ら
は
六
割
弱
が
「
変
化
な
し
」
と
捉
え
て

い
る
。

18

図表 2　わが国の人口の推移

出所：厚生労働省社会保障審議会人口構造の変化に関する特別部会資料（2006年12月）
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女
別
に
み
た
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
効
果

男そ
ん
な
結
果
の
な
か
、
こ
こ
で
特
に
指

摘
し
た
い
の
は
在
宅
勤
務
を
導
入
す

れ
ば
実
際
に
労
働
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
は
改
善
す
る
の
か
、
特
に
そ
れ
は

男
女
別
に
違
い
は
な
い
の
か
、
と
い
っ
た
男

女
別
の
導
入
効
果
の
視
点
だ
。
こ
の
点
に
関

し
て
は
、
同
モ
デ
ル
事
業
で
の
勤
務
日
の
行

動
時
間
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
結
果
が
重
要

な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
（
図
表
４
）。

短
効
果
は
女
性
に
は

む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス

時そ
れ
に
よ
り
「
在
宅
勤
務
日
」
を
「
オ

フ
ィ
ス
勤
務
日
」
と
比
べ
る
と
、
男

女
と
も
一
時
間
半
以
上
の
通
勤
時
間
の
削
減

効
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
勤
務
時
間
は
男

性
が
約
一
時
間
減
少
す
る
の
に
対
し
、
女
性

は
逆
に
約
一
五
分
増
加
し
て
い
る
。
も
っ
と

も
「
オ
フ
ィ
ス
勤
務
日
」
の
勤
務
時
間
は
男

性
（
一
〇
・
六
時
間
）
が
女
性
（
九
・
三
時

間
）
よ
り
一
時
間
以
上
長
い
一
方
、「
在
宅
勤

務
日
」は
ほ
ぼ
同
じ
勤
務
時
間（
男

性
約
九
・
六
時
間
、
女
性
約
九
・

五
時
間
）
と
い
う
状
況
が
あ
る
が
、

と
も
か
く
在
宅
勤
務
の
勤
務
時
間

削
減
効
果
自
体
は
、
男
性
は
大
き

く
プ
ラ
ス
、
女
性
は
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
生
活
時
間
の
変
化
は
、
男

性
で
は
個
人
的
活
動
や
睡
眠
の
増

加
が
大
き
く
、
ま
た
食
事
時
間
も

増
え
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
家
事

や
育
児
の
増
加
も
み
ら
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
女
性
で
は
、
最
も
増

加
の
大
き
い
の
は
家
事
で
あ
る
一

方
、
睡
眠
の
増
加
は
男
性
に
比
べ

て
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た

個
人
的
活
動
は
オ
フ
ィ
ス
勤
務
日

よ
り
若
干
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。

図表4　オフィス勤務日と比べた在宅勤務日の平均行動時間の差（男女別、主要項目）
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■少子高齢化対策の推進
・育児・介護と就労との両立が容易に
・女性・高齢者・障害者等の就業機会の拡大

■有能・多様な人材の確保、生産性の
向上

・柔軟な働き方の実現により、有能・多様な人
材の確保と流出防止、能力の活用が可能に

■営業効率の向上・顧客満足度の向上
・顧客訪問回数や顧客滞在時間の増加
・迅速、機敏な顧客対応の実現

■コスト削減
・スペースや紙などオフィスコストの削減と
通勤・移動時間や交通費の削減等

■災害等に対する危機管理
・オフィスの分散化による、災害時等の迅速
な対応

人口構成の急激な変化やグローバル化が
進展する中で、企業の活力、生産性、国
際競争力の向上等に寄与

◇人口構成の急激な変化の中で、個々人
の働く意欲に応え、その能力を遺憾な
く発揮し活躍できる環境の実現に寄与
◇「出産・育児」と「仕事」の二者選択
を迫る状況を緩和
◇ 労働力人口の減少のカバーにも寄与

■ワーク・ライフ・バランスの実現
・家族と過ごす時間、自己啓発などの時間
の増加
・家族が安心して子どもを育てられる環境
の実現

■地域活性化の推進
・ＵＪＩターン・二地域居住や地域での起業
等を通じた地域活性化

■環境負荷軽減
・交通代替によるＣＯ２の削減等、地球温暖
化防止への寄与

テ
レ
ワ
ー
ク
の
意
義
・
効
果

図表 3　テレワークの意義・効果

出所：総務省主催の「テレワーク国際シンポジウム」資料

出所：（社）日本テレワーク協会（2006）「在宅勤務の推進のための実証実験モデル事業報告書」
　注）1．「オフィス勤務日」とは、仕事（自宅）＜仕事（オフィス＋その他）、
　　  　また「在宅勤務日」とは、仕事（自宅）≧仕事（オフィス＋その他）
　　  2．対象者は18人（男性5人、女性13人）で延べ日数108日（オフィス勤務49日、在宅勤務58日）
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6由
に
な
っ
た
時
間
を

家
事
や
仕
事
に

自サ
ン
プ
ル
数
の
限
ら
れ
た
実
証
実
験
の

結
果
で
は
あ
る
が
、
在
宅
勤
務
の
実

施
に
よ
り
、
男
性
は
勤
務
時
間
が
減
る
一
方
、

個
人
的
活
動
や
睡
眠
の
時
間
が
増
え
、
ま
た

家
事
や
育
児
の
時
間
も
増
加
す
る
と
い
う
、

ま
さ
に
期
待
さ
れ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
改
善
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が

女
性
は
、
睡
眠
の
増
加
は
少
な
く
個
人
的
活

動
は
む
し
ろ
減
少
す
る
一
方
、
家
事
の
時
間

増
加
が
大
き
く
、
同
時
に
勤
務
時
間
も
減
る

ど
こ
ろ
か
若
干
増
加
し
、
通
勤
時
間
の
削
減

が
結
果
と
し
て
仕
事
や
家
事
に
振
り
向
け
ら

れ
る
と
い
う
期
待
さ
れ
な
い
影
響
を
生
ん
で

い
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
家
事
・
育
児
負

担
を
大
き
く
担
っ
て
い
る
女
性
の
場
合
、
通

勤
時
間
減
少
や
休
憩
時
間
を
自
由
に
使
え
る

と
い
っ
た
在
宅
勤
務
の
果
実
は
、
普
段
か
ら

十
分
に
は
行
え
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
家
事

や
、
さ
ら
に
は
仕
事
に
配
分
さ
れ
る
程
度
が

大
き
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

ち
帰
り
仕
事
」も

子
の
い
る
女
性
が
多
い

「
持ま

た
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
二
〇
〇
五
年
に

行
っ
た「
日
本
人
の
働
き
方
調
査
」（
２
）

に
よ
り
、
勤
務
日
の
帰
宅
後
の
「
持
ち
帰
り

仕
事
」（
制
度
に
基
づ
か
な
い
在
宅
勤
務
）
の

実
施
率
（「
頻
繁
に
あ
る
」
＋
「
と
き
ど
き

あ
る
」
＋
「
た
ま
に
あ
る
程
度
」
の
合
計
）

を
み
る
と
、
子
ど
も
の
い
る
労
働
者
で
は
男

性
（
六
四
・
〇
％
）
よ
り
女
性
（
七
一
・
八

％
）
の
方
が
高
い
。
さ
ら
に
、
女
性
に
つ
い

て
末
子
の
就
学
状
況
別
の
実
施
率
を
み
て
み

る
と
、
中
学
生
（
五
割
強
）
↓
小
学
生
（
七

割
強
）
↓
就
学
前
（
八
割
強
）
と
低
年
齢
ほ

ど
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
表
５
）。
こ
れ
は
、

制
度
に
基
づ
く
在
宅
勤
務
の
場
合
と
同
様
に
、

女
性
の
場
合
、
育
児
負
担
が
大
き
い
ほ
ど
、

自
宅
で
も
仕
事
が
出
来
る
こ
と
に
よ
り
、
勤

務
時
間
が
長
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

か
せ
な
い
男
性
の

家
事
・
育
児
の
分
担

欠で
は
、
在
宅
勤
務
で
女
性
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
は
育
児
休

業
取
得
の
問
題
を
中
心
に
か
ね
て
よ
り
指
摘

の
就
業
の
有
無
や
働
き
方
と
の
関
係
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
改
善
効
果
が
大
き
い
点
を
踏
ま
え

る
と
、
女
性
に
と
っ
て
も
在
宅
勤
務
の
実
施

が
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
よ
り
大
き
な
効
果
を

発
揮
す
る
た
め
に
は
、
夫
も
在
宅
勤
務
を
始

め
裁
量
労
働
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
の

柔
軟
な
勤
務
形
態
を
選
択
し
て
、
家
事
育
児

負
担
を
分
担
す
る
態
勢
が
不
可
欠
と
い
え
よ

う
。

望
と
現
実
の
か
い
離
を

ど
う
埋
め
る
か
が
課
題

希ち
な
み
に
、
内
閣
府
が
〇
六
年
一
月
に

実
施
し
た
「
少
子
化
と
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
調

査
」
で
は
、「
仕
事
・
家

事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を

両
立
」
す
る
こ
と
を
望

む
既
婚
女
性
は
四
五
・

九
％
、
男
性
も
三
二
・

〇
％
に
達
し
て
い
る
。

だ
が
現
実
は
、
女
性
が

一
〇
・
八
％
、
男
性
も

七
・
八
％
し
か
実
現
で

き
て
い
な
い
。
他
方
、

「
仕
事
優
先
」
を
希
望

す
る
人
は
女
性
（
一
・

九
％
）、
男
性
（
二
・

三
％
）
と
も
わ
ず
か
な

の
に
対
し
、
実
際
は
女

性
の
一
八
・
一
％
、
男

性
に
至
っ
て
は
過
半
数

の
五
一
・
二
％
が
仕
事

優
先
さ
せ
て
い
る
な
ど
、

希
望
と
現
実
の
間
に
は

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
や
は
り
並
行
し
て

男
性
の
家
事
育
児
の
分
担
を
高
め
る
こ
と
だ

ろ
う
。
同
じ
く
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
在
宅
勤
務
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査（
３
）
か
ら
は
、
共

働
き
の
場
合
、
夫
婦
で
勤
務
時
間
帯
に
ズ
レ

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
男
性
の
家
事

育
児
へ
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
実
証
実
験
の
結
果
で
は
、
配
偶
者

合計

就学前

小学生

中学生

高校生以上

男性 女性

図表 5　末子の就学状況別にみた持ち帰り仕事の「勤務日の帰宅後」の実施割合

出所：JILPT「働き方総合調査」
　注）合計には、就学状況不明を含む。
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大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
（
図
表
６
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
諸
調
査
結
果
を
男
女
別

に
検
討
す
る
と
、在
宅
勤
務
に
よ
る
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
の
た
め
に
は
、

夫
婦
の
働
き
方
の
組
み
合
わ
せ
と
仕
事
の
見

直
し
、
家
庭
責
任
の
分
担
促
進
の
視
点
が
今

後
の
さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
明
瞭
と
な
る
。

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

職
場
の
雑
務
も

コも
う
一
つ
の
ネ
ッ
ク
と
し
て
、
職
場
で

の
人
間
関
係
や
雑
用
対
応
の
問
題
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
今
は
、
上
司
・
部
下
や
同

僚
同
士
な
ど
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

あ
り
方
に
悩
む
職
場
が
少
な
く
な
い
。
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
モ
ニ
タ
ー
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
テ
レ
ワ

ー
ク
実
施
上
の
課
題

の
ト
ッ
プ
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ

た
（
P. 

10
）。

　

先
の
実
証
実
験
結

果
で
は
、
職
場
に
か

か
っ
て
き
た
電
話
の

取
り
扱
い
（
複
数
回
答
）
に
つ
い
て
、
約
半

数
が
「
オ
フ
ィ
ス
の
上
司
や
同
僚
が
内
容
を

電
話
や
電
子
メ
ー
ル
で
伝
え
、
か
け
直
す
」

と
し
て
い
る
。

　

在
宅
勤
務
に
な
れ
ば
、
普
段
で
あ
れ
ば
対

応
し
て
い
た
自
分
と
関
係
の
な
い
電
話
や
来

客
、
そ
し
て
同
僚
か
ら
の
雑
談
や
相
談
な
ど

の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
も
時
間
を
割
か
れ
る
こ
と
な
く
、
仕
事

に
集
中
で
き
る
時
間
が
増
え
そ
う
だ
が
、
そ

の
分
を
オ
フ
ィ
ス
に
残
る
人
が
被
る
こ
と
に

な
っ
た
り
、
業
務
上
の
重
要
な
情
報
を
得
ら

れ
な
い
可
能
性
も
大
き
く
な
る
。
在
宅
勤
務

の
実
施
に
伴
う
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
変
化
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
そ

う
だ
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
日
本
的
な
チ
ー
ム
に
よ

る
仕
事
の
進
め
方
に
は
、
担
当
者
を
決
め
る

よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
が
誰
か
が
や
ら
ね
ば

な
ら
な
い
雑
務
が
付
い
て
回
る
。
上
司
か
ら

す
れ
ば
、
部
下
の
在
宅
勤
務
で
本
来
業
務
の

生
産
性
が
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
に

頼
ん
で
い
た
雑
務
の
カ
バ
ー
が
課
題
に
な
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
在
宅
勤
務
者
自
身
が
職

場
を
不
在
に
す
る
前
後
に
、
雑
務
対
応
の
準

備
や
後
処
理
な
ど
で
残
業
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
、
結
果
と
し

て
、
長
時
間
労
働

を
助
長
す
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
長
時
間

労
働
に
関
連
し
て
、

在
宅
勤
務
者
の
地

域
交
流
に
つ
い
て

も
付
言
し
て
お
き

た
い
。
在
宅
勤
務

で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
改
善
す
れ
ば
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
が
も
ち
や
す
く
な
る
は
ず
で
、
そ

の
た
め
に
も
、
正
社
員
の
過
長
な
労
働
時
間

の
短
縮
が
基
本
的
な
問
題
と
な
る
。

く
の
人
を
対
象
に
し

た
多
様
な
選
択
肢
を

多こ
う
し
た
課
題
を
解
消
し
て
在
宅
勤
務
を

拡
大
さ
せ
る
に
は
、
そ
も
そ
も
の
働
き

方
や
男
女
の
役
割
分
担
の
見
直
し
は
も
ち
ろ

ん
、
パ
ー
ト
型
在
宅
勤
務
の
柔
軟
な
運
用
、

在
宅
勤
務
中
の
成
果
を
評
価
す
る
納
得
性
の

高
い
人
事
労
務
管
理
、
職
場
の
人
間
関
係
に

配
慮
し
た
勤
務
形
態
の
工
夫
や
上
司
の
理
解

な
ど
が
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
在
宅
勤
務
を

働
く
人
全
て
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
有
効
な
働
き
方
と
す
る
た
め
に
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
を
対
象
に
し
た
多
様
な

選
択
肢
を
備
え
る
こ
と
が
必
要
な
よ
う
だ（
４
）。

（
調
査
・
解
析
部
）

〔
注
〕

１
．
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
場
所
と
時
間
を
自
由
に
使
っ
た

柔
軟
な
働
き
方
を
週
８
時
間
以
上
す
る
人（
出
典
：
Ｉ

Ｔ
新
改
革
戦
略【
平
成
一
八
年
一
月
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
決

定
】）

２
．
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書
№
70（
二
〇
〇

六
）「
多
様
な
働
き
方
を
め
ぐ
る
論
点
分
析
報
告
書
」

３
．
同
上
№
52（
二
〇
〇
六
）「
育
児
期
に
お
け
る
在
宅
勤

務
の
意
義
」

４
．
本
稿
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究
報
告
書

№

52
、
70
の
共
同
執
筆
者
で
あ
る
神
谷
隆
之
氏
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
、
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
が
執
筆

し
た
。

図表 6　属性別のワーク・ライフ・バランスの希望と現実

出所：内閣府「少子化と男女共同参画に関する意識調査」（06年１月）
　注） 「生活の中での、仕事・家事（育児）・プライベートな時間（趣味など）

の優先度についておうかがいします。『現実』としての優先度と、『希望』
の優先度について、あなたのお考えや現状に最も近いものを、１つず
つお選び下さい」への回答。


